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経済危機対策へ８つの視点

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①自治振興区活性化対策

●自治振興センター化へ向けた施設の改修（帝釈環境改善センター・八幡多目的研修集会所のトイレ水洗化。総領文化会館
のトイレと空調設備整備）

②農林業等支援対策（重点プロジェクトの推進）

●農業自立振興事業…乳用牛振興対策（アカバネ病予防ワクチン接種・配合飼料利用に助成）など
●木質バイオマス活用事業…高野温泉神之瀬の湯・鮎の里公園・ひば道後山高原荘へペレットボイラーの導入。『木材集荷

システム』構築に係る移動式チッパー等機械購入など
●観光振興・定住促進事業…上野総合公園桜補植、かさべるで施設改修、緑の村文化センター遊具整備、三楽荘改修、観光地

誘導看板の整備など

③地球温暖化など環境対策

●太陽光発電の設備整備支援事業…小中学校（15校）やリサイクルプラザに太陽光発電設備を整備。住宅用の太陽光発電設
備導入に補助

●公共施設地上デジタル放送対策事業…小中学校や公共施設のテレビを地デジ対応テレビに更新
●低公害車等整備普及事業…ハイブリッド対応のバスやごみ収集車を整備、公共交通の利用促進対策（広島県バス協会が

発行するICカード乗車券『PASPY』購入に補助）

⑤市民生活支援対策

●生活支援事業…携帯電話の不感エリア対策（西城黒谷、西城福山、口和宮内、総領松山田尻）、乗り降りしやすい低床バス
車両導入支援

●保育所の施設整備事業…峰田保育所増築
●地域医療対策事業…市内医療機関の電子ネットワーク構築支援、医療機器の整備支援（庄原赤十字病院・西城市民病院・

診療所）
●防犯・防災体制整備事業…防犯カメラの整備（西本町・新庄町・山内町・川北町・峰田町・東城町内の交差点）、消防団員の夏

用活動服購入

⑥安心・安全の実現

●耐震対策事業…庄原市民会館・庄原自治振興センター・西城市民病院・高野中学校関連施設
●防火対策事業…介護老人施設せせらぎなどへスプリンクラー設置
●道路改良等事業…市道などの道路改良工事・舗装工事・維持修繕
●小中学校の施設整備事業…プールの改修（８校）や山内小学校教室改修、東城中学校フェンス改修
●簡易水道施設整備事業…水質濁度計整備など

⑦若者支援対策

●子育て支援対策事業…庄原市子育て世帯一時金給付（小学６年生・中学３年生の児童・生徒を持つ世帯を支援）
●若者生活基盤支援事業…庄原市新婚世帯家賃・通勤支援、若者転入世帯支援

⑧その他、地域活性化・経済危機対策

●社会体育施設等整備事業…庄原市テニスコート改修、東城中央運動公園野球場グラウンド・高野スポーツ広場グラウン
ドの整備、田園文化センター外壁改修、比和自然科学博物館地学分館整備

●小中学校の教育振興事業…新学習指導要領に伴う理科教育備品購入
●公共下水道等の整備など

④中小企業支援対策

●商業集積地域の活性化対策…西城まちづくり計画策定

3,718

3億6,898

9億5,491

300

6億1,448

6億2,702

4,321

2億2,851

28億7,729合　　　計

4,059合　　　計

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。

※詳細の説明を要する施策については、担当課から別途広報紙などでお知らせします。

　
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
の
児
童
・
生

徒
を
持
つ
世
帯
を
支
援
し
ま
す
。

●
給
付
金
額（
児
童
・
生
徒
1
人
当
た
り
）

小
学
６
年
生
…
２
万
円

中
学
３
年
生
…
３
万
円

●
実
施
期
間
　
平
成
21
～
23
年
度（
３
年
間
）

●
申
請
時
期（
本
年
度
）

平
成
22
年
1
月
～
3
月

●
給
付
時
期（
本
年
度
）

平
成
22
年
2
月
下
旬
～
5
月
中
旬
　

●
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
児
童
福
祉
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
9
2

　
人
口
減
少
が
著
し
い
若
年
層
の
定
住
を

進
め
る
た
め
、家
賃
・
通
勤
経
費
を
支
援
し

ま
す
。

●
資
格
要
件
　
満
40
歳
未
満
の
市
民
で
平

成
21
年
4
月
1
日
以
降
に
婚
姻
届
出
を
し

た
夫
婦
。　

●
住
居
要
件
　
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
方
、ま
た
は
入
居
す
る
方
。

※
詳
細
は
現
在
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
定
住
推
進
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
7
8

　
経
済
危
機
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る

若
者
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、若
者
世
帯
が

庄
原
市
に
転
入
す
る
際
、支
援
品
を
交
付
し

ま
す
。ま
た
、転
入
者
の
地
域
環
境
美
化
へ

の
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
ま
す
。

●
対
象
世
帯
　
庄
原
市
へ
転
入
し
、転
入
後

3
年
以
上
庄
原
市
に
居
住
し
よ
う
と
す
る

16
歳
以
上
40
歳
未
満
の
者
を
含
む
世
帯
。

●
実
施
期
間
　
平
成
21
年
9
月
１
日
か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
支
援
品
　
ご
み
袋
・
米
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
セ
ッ
ト（
4
3
0
0
円
相
当
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
7

第3次庄原市経済危機対策

第3次庄原市経済危機対策

　
市
は
昨
年
12
月
以
降
、景
気
対
策
事
業
と

し
て
約
16
億
円
を
予
算
化
し
、経
済
・
生
活

支
援
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。し

か
し
、い
ま
だ
景
気
回
復
に
向
け
た
動
き
は

鈍
く
、景
気
の
底
打
ち
が
感
じ
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

　
そ
の
た
め
、市
は
国
や
県
の
施
策
と
歩
調

を
合
わ
せ
、景
気
回
復
に
つ
な
げ
る
第
３
次

庄
原
市
経
済
危
機
対
策
事
業
を
予
算
化
し

ま
し
た
。地
球
温
暖
化
、少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
対
応
、安
全
・
安
心
の
実
現
な
ど
の
事

業
を
推
進
す
る
国
の『
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
』12
億
1
8
7
4
万

円
、地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出
を
目

指
す
県
の
『
元
気
づ
く
り
緊
急
交
付
金
』

9
0
0
0
万
円
な
ど
の
財
源
を
活
用
し
ま

す
。

第
３
次
経
済
危
機
対
策
の
骨
子

　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
対

策
・
地
域
活
性
化
対
策
事
業
を
長
期
総
合
計

画
の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、

①
経
済
対
策
効
果
・
事
業
の
必
要
性
・
緊
急

性
や
熟
度
が
高
い
事
業

②
将
来
に
わ
た
り
財
政
負
担
の
軽
減
と
な

る
事
業

③
政
策
的
・
戦
略
的
に
極
め
て
重
要
な
事
業

な
ど
、多
分
野
に
わ
た
っ
た
総
合
的
な
経
済

対
策
を
次
の
８
つ
の
視
点
を
も
っ
て
積
極

的
に
実
施
し
ま
す
。

厚生労働省所管の「子育て応援特別手当及び女性特有のがん対策」

実　施　内　容 予　算

 (単位:万円)

①子育て応援特別手当

●幼児教育期の子育てにかかる経済負担を緩和するため、平成15年4月2日から平成18年4月1日までの間に生まれた子ども
１人当たり3万6000円を支給する〔平成21年度に限り第1子から対象〕

②女性特有のがん対策

●一定の年齢に達した女性に対して、子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン配布や検診手帳を交付して受診率の向上を図る
　○対象者：子宮頸がん検診（20歳、25歳、30歳、35歳、40歳が対象）
　　　　　：乳がん検診（40歳、45歳、50歳、55歳、60歳が対象）

3,441

618

へ約28億円

景気
対策

景気
対策

庄
原
市
子
育
て
世
帯

　
　
　
　
　
　
一
時
金
給
付
事
業

若
者
転
入
世
帯
支
援
品
交
付
事
業

庄
原
市
新
婚
世
帯
家
賃
・

　
　
　
　
　
　
　
通
勤
支
援
事
業

企画課　鈎0824―73―1128

へ約28億円

若
者
対
策
な
ど
注
目
の
事
業
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安
心
・
安
全
な
毎
日
の
た
め
に

　
夏
休
み
も
終
わ
り
、学
校
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
は
、小
中
学
校
を

中
心
と
し
て
地
域
内
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、

登
下
校
の
時
間
帯
に
な
る
と
、子
ど
も
た
ち

が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
へ
移
動
し
ま
す
。

　
近
年
、地
域
の
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
ろ
う
と
、市
内
各
地
で
見
守
り
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

庄
原
警
察
署
　
鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
1
1
0

【
基
本
的
な
心
構
え
】

●
気
軽
に
！

　
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
気
軽
に
や
り

ま
し
ょ
う
。犬
の
散
歩
や
買
い
物
の
際
に
、

腕
章
や
タ
ス
キ
な
ど
を
着
け
る
だ
け
で
、犯

罪
の
抑
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
気
長
に
！

　
気
長
に
続
け
れ
ば
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
犯
罪
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。

●
危
険
な
く
！

　
危
険
な
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。危
な
い
と
思
っ
た
ら
警
察
に
通
報
し
ま

し
ょ
う
。

【
見
守
り
の
着
眼
点
】

●
不
審
な
車（
者
）は
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
、

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
な
ど
で
子
ど
も
を
撮

影
し
て
い
る
な
ど
。

●
子
ど
も
の
叫
び
声
や
ブ
ザ
ー
、ホ
イ
ッ
ス

ル
の
音
に
敏
感
に
反
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
る
人
物
を
見

か
け
た
ら
、子
ど
も
の
方
に「
大
丈
夫
？
」と

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

●
夕
暮
れ
時
に
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
た
ら
、

早
め
の
帰
宅
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
学
路
な
ど
に
異
常
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う

①
落
下
物
や
廃
棄
物
な
ど
、子
ど
も
が
持
っ

て
遊
ん
で
危
険
な
物
、有
害
な
物
は
な
い
か
。

②
用
水
路
や
た
め
池
な
ど
、水
難
事
故
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
は
な
い
か
。

③
空
き
家
や
廃
屋
な
ど
、子
ど
も
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
危
険
な
場
所
は
な
い
か
。

POINT

県立広島大学研究開発助成事業 企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

　市は平成17年度から、県立広島大学の研究者が
所有する知的資源と地域資源を活用し、研究成果
を商品化・事業化に結び付け、地域活性化を図る「県
立広島大学研究開発助成事業」を実施しています。
　本年度は、新規助成対象研究課題として、５件の

課題を採択しました。
　今後は、研究成果を研究担当者やしょうばら産
学官連携推進機構と連携しながら、地域活性化や
新産業創出に向けて取り組みを進めます。

吉野　智之 准教授

低濃度油分含有廃水を効率的に回収する実用小型装置の作製

地元企業などと連携し、「油分回収装置」を作製・改良。環境保全や地元企業の活性化を目指します。
江頭　直義 教授

相沢　慎一 教授

前川　俊清 准教授

亜／超臨界流体によるサーモスイッチング式POPs分解装置の開発

ダイオキシン類による汚染土壌の処理や農作物残渣の処理が可能な小型分解装置を開発。
環境保全や地元企業の活性化を目指します。

三苫　好治 准教授

汚泥焼却炉におけるバイオマスエネルギー利用及び汚泥の処理に関する研究

し尿汚泥焼却施設、ごみ焼却施設に木質バイオマスエネルギーなどを有効活用するよう研究し、
環境保全を目指します。

マツタケの人工栽培とマツタケ山の再生

マツタケのシロの安定した人工栽培法を確立し、シロを庄原市や周辺のマツタケ山へ移植。
地域経済活性化を目指します。

庄原発特産化加工食品の開発と資源化

「庄原発」の食品加工品の開発と特産化。ノウハウを開示し農業振興や食育に貢献します。

研究課題の内容 研  究  者

平
成
21
年
度
助
成
対
象
研
究
課
題

地域活性化に向け新たに5件を採択

見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン
ト

み
ん
な
で
子
ど
も
を

　
　
　
　
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
環
境
に
や
さ
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

積
極
的
な
利
用
、地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進

を
目
的
と
し
て
、住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。広
島
県
は
全
国
的
に
も
日
照
条
件
な
ど

が
太
陽
光
発
電
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、本
市
に
お
い
て
も
こ
の
地
域
特
性

を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
普

及
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
補
助
金
額

シ
ス
テ
ム
出
力
１
kw
あ
た
り
3
万
5
0
0
0

円
で
上
限
14
万
円(

上
限
４
kw)

●
対
象
者

①
市
内
在
住
ま
た
は
こ
れ
か
ら
市
内
に
シ

ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
方

②
平
成
21
年
4
月
以
降
で
、国
の
定
め
た
補

助
金
を
受
け
て
設
置
を
さ
れ
た
方

※
国
の
定
め
た
補
助
金(

住
宅
用
太
陽
光
発

電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金)

と
合
わ
せ
て

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。住
宅
用
太
陽

光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
シ
ス
テ

ム
出
力
１
kw
あ
た
り
7
万
円(

10
kw
上
限)

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

（
た
だ
し
、平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に
事

業
完
了
さ
れ
る
方
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
1
3
9
8

　
路
線
バ
ス
な
ど
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、市
民
が
記
名
式
P
A
S
P
Y
を
新
規
購

入
す
る
際
の
購
入
金
額
の
う
ち
、チ
ャ
ー
ジ

料
金
1
0
0
0
円
分
を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
P
A
S
P
Y
と
は
、広
島
県
の
主
な
バ
ス
・

路
面
電
車
な
ど
で
利
用
い
た
だ
け
る
便
利

な
I
C
カ
ー
ド
で
す
。P
A
S
P
Y
の
利
点

と
し
て
、乗
車
ご
と
の
運
賃
に
対
し
て
最
大

10
%
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
補
助
期
間
　
平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

●
申
し
込
み
　
庄
原
バ
ス
セ
ン
タ
ー
で
申

込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
※
本
人
確
認

の
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。日
曜
・
祝
日

は
休
み
）

●
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
5
4

備
北
交
通
㈱

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
2

住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
補
助

―
庄
原
市
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
事
業
補
助
金
―

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗
車
券

　
　
　
　
　『
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｙ
』購
入
を
補
助

設置価格
210万円

市の補助金
10.5万円

国の補助金
21万円

31.5万円の補助金を
受けることができます

システム出力３kwの太陽光発電システムを設置した場合
（機器・工事費込みで、国の定める補助金による対象システ
ム上限額70万円で算定。市場価格は販売店ごとに異なりま
すので、詳しくは取扱店へご相談ください。）

設置価格210万円のうち
市の補助金　3万5000円／kw×３kw＝10万5000円
国の補助金　7万円／kw×３kw＝21万円
合わせて、31万5000円の補助金を受けることができます。

設置例

太陽光発電システム

今
す
ぐ
活
用
で
き
る
本
年
度
限
定
補
助
金

―
経
済
危
機
対
策
―

PASPYは、このマークのあるバス・
路面電車等でご利用いただけます。
※バスの前面や乗車口付近に表示しています。

パ
ス
ピ
ー

第3次庄原市経済危機対策

へ約28億円景気
対策




